
蘭
島
（
あ
ら
ぎ
島
）
周
辺
地
域
で
は
、
毎
年
1
月
中
旬
か
ら
5
月

初
旬
ご
ろ
が
餅
ま
き
会
式
の
季
節
で
あ
り
、
多
く
の
神
社
や
お
堂
な

ど
で
餅
ま
き
が
行
わ
れ
ま
す
。
そ
の
中
で
も
、
清
水
区
小
峠
地
区
に

あ
る
松
葉
観
音
堂
の
初
午
会
式
は
、「
観
音
さ
ん
の
会
式
」と
呼
ば
れ
、

こ
の
地
域
で
は
最
も
盛
大
な
餅
ま
き
会
式
と
し
て
多
く
の
祈
願
者
で

賑
わ
い
ま
す
。

小
峠
松
葉
観
音
堂
は
、
安
永
6
年（
1
7
7
7
）
の
建
立
で
、

小
峠
地
区
の
守
り
仏
と
し
て
、
ま
た
厄
除
け
観
音
と
し
て
信
仰
さ

れ
て
い
ま
す
。
初
午
会
式
は
、
お
堂
が
建
て
ら
れ
た
翌
年
の
安
永

7
年（
1
7
7
8
）か
ら
始
ま
っ

た
こ
と
が
記
録
と
し
て
残
さ
れ

て
お
り
、
２
３
０
年
以
上
も
続

く
伝
統
あ
る
行
事
で
す
。

初
午
会
式
が
近
づ
く
と
、
厄

除
け
祈
願
を
受
け
付
け
、
会
式

の
3
日
前
頃
よ
り
奉
納
す
る
鏡

餅
を
地
区
の
住
民
の
皆
様さ
ま

が
手

作
り
し
ま
す
。
か
つ
て
祈
願
者

が
多
い
時
は
、
6
石
の
餅
米
を

ま
い
た
時
も
あ
り
ま
し
た
。
会
式
の
当
日
に
は
、
午
後
1
時
頃
か

ら
小
峠
地
区
の
集
会
所
を
出
発
し
、
3
m
ほ
ど
の
餅も
ち

花は
な

竿さ
お

を
先

頭
に
、
観
音
堂
の
幟
の
ぼ
り
、
お
供
え
の
餅
を
担
い
だ
人
々
が
行
列
を
な

し
、
ゆ
っ
く
り
と
観
音
堂
へ
練
り
歩
き
ま
す
。
観
音
堂
に
た
ど
り

着
く
と
、
餅も
ち

櫃び
つ

を
ワ
ッ
シ
ョ
イ
ワ
ッ
シ
ョ
イ
と
担
ぎ
な
が
ら
押
し

合
い
、観
音
様
へ
奉
納
し
ま
す
。
そ
の
後
、観
音
堂
へ
参
拝
を
行
い
、

午
後
3
時
頃
よ
り
境
内
に
設
け
ら
れ
た
餅
投
げ
台
の
上
か
ら
、
お

供
え
の
餅
を
投
げ
る
大
餅
投
げ
が
行
わ
れ
ま
す
。

◇
3
月
16
日（
日
）
午
後
2
時
頃
か
ら
小
峠
地
区
の
松
葉
観
音
堂

に
お
い
て
、
初
午
会
式
が
行
わ
れ
ま
す
。

小
峠
松
葉
観
音
堂
の
初は

つ

午う
ま

会え

式し
き

『
あ
ら
ぎ
島
編
』
そ
の
28

 

歴
史
講
座

　い
に
し
え
の
有
田

郷
土
の
歴
史
を
再
発
見
す
る
機
会
と
し
て
、
次
の
日
程
で

歴
史
講
座
を
開
催
し
ま
す
。
多
数
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

■
第
1
回
「
有
田
川
町
に
伝
わ
る
御
田
行
事
」

◇
と
き
／
3
月
15
日（
土
）
13
時
30
分
～
15
時

◇
講
師
／
藤
森
寛
志
氏（
和
歌
山
県
立
紀
伊
風
土
記
の
丘
）

■
第
2
回
「
地
元
で
の
古
文
書
の
保
存
と
活
用
」

◇
と
き
／
3
月
22
日（
土
）
13
時
30
分
～
15
時

◇
講
師
／
藤
隆
宏
氏
（
和
歌
山
県
立
文
書
館
）

■
第
3
回
「
紀
伊
守
護
畠
山
氏
と
紀
北
の
城
・
館
」

◇
と
き
／
3
月
29
日（
土
）
13
時
30
分
～
15
時

◇
講
師
／
坂
本
亮
太
氏
（
和
歌
山
県
立
博
物
館
）

■
と
こ
ろ
／
き
び
ド
ー
ム
多
目
的
研
修
室
（
3
回
と
も
）

※
参
加
は
無
料
で
す
が
、
電
話
で
社
会
教
育
課
へ
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

●
〒

６４３‐００２１ 和
歌

山
県

有
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田
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